







Keith Mackay (2011), “The Performance Framework of the Australian 





















































３つの省が、予算省（Department of Finance and Deregulation: DoF）、首相















































































































に強制的にマネジメントをさせる」（make the managers manage）こと、そ
して、各省に評価の計画立案と実施をさせることが必要であると判断した














































































会委員会からとオーストラリア会計検査院（Australia National Audit Ofﬁce: 
ANAO）から）が、事業実施省での評価活動のカバー範囲と視野における














































































































































































































































































































































































































肢について過度に詳しく質問しないことを期待した（Podger, 2005, Kelly, 











務（A u s t r a l i a n 

































































































































































分を決定した（Blöndal et al., 2008）。これらの決定は、正式な予算編成プロ
セス（すなわち、政策プロセス）の外で行われ、「支出をコントロールする






半と2000年代前半に「外傷」を負う期間を経験していた（Blöndal et al., 
2008）。政権は、1997年に、予算省の事務次官にピーター・ボクソールを任
















































































































































































合意することを各省に義務付けた（DoF, 2000; Chan et al., 2002; Russell, 
2003）。2004年までに、例えば、全体で145 の省庁に、199 のアウトカム、
そしてそのアウトカムそれぞれに１から10 のアウトプットがあった16）




























































































































































務員の報告書によって特定されてきた。例として、ANAO, 2001a, 2003, 
2007; Blöndal et al., 2008; McPhee, 2005; Mulgan, 2008; Murray, 2008; 








































非常に難しくなった（Blöndal et al., 2008）。
◦定義は、枠組みが導入された後の10年間でさえ、経時的に変化し続











（Parliament of Australia, 2007, Mulgan, 2008 で引用）。
　これらの問題の大きさを前提とすれば、この枠組みが政府機関内部の業
績マネジメント・プロセスと統合されていない事例がしばしば見られたこ
とも、驚くようなことではない（ANAO, 2007; Murray, 2008）。ブロンダル

























































































































































































































































































































































































































































































出 典：AGRAGA (Advisory Group on Reform of Australian Government 
Administration)(2010), Ahead of the Game: Blueprint of Reform of 


































































































































































































































定は、70 の業績指標、26 の進捗度測定、15 のアウトプット、11 のアウト
カムを特定しており、年次業績報告書の長さは、現在、約700ページである


















































































































































































































































































































































































































































































（Bovens, 2006, p. 26, O'Loughlin, 2010 において引用）
24）　生産性委員会は、今後数年、データ品質問題に何らかの更なる努力を捧げ




























（Rojas et al., 2005）。
33）　M&Eを奨励するためのにんじん、鞭及び説教の詳細な分類学は、マッカイ
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マルコム・フレーザー（Malcolm Fraser） 自由党 1975年11月11日-1983年３月11日
ボブ・ホーク（Bob Hawke） 労働党 1983年３月11日-1991年12月20日
マイケル・キーティング（Michael Keating） 労働党 1991年12月20日-1996年３月11日
ジョン・ハワード（John　Howard） 自由党 1996年３月11日-2007年12月３日
ケヴィン・ラッド（Kevin Rudd） 労働党 2007年12月３日-2010年６月24日
ジュリア・ギラード（Julia Gillard） 労働党 2007年６月24日-2013年６月27日
ケヴィン・ラッド（Kevin Rudd） 労働党 2013年６月27日-2013年９月18日






省（Department of Treasury） か
ら分離
予算・行政省




（Depar tment of Administrative 
Service）と統合
予算・規制緩和省








ことであった（Campbell and Halligan, 1992, p. 146）。
　FMIPの中核となったのはプログラムのマネジメント及び予算編成
（Program Management and Budgeting: PMB）であり、これにより、各省庁
が、評価を含む、所管のプログラムの業績マネジメントを行うことを義務
付けられた。PMBが公式に全省庁において施行されたのは、1988年７月で





























目標の開発も奨励した（Keating and Holmes, 1990, p. 172）。
　ランニング・コスト・システムは、1987年に導入された（Task Force on 









































































































































































　2013年 法 の 施 行 は、 公 共 マ ネ ジ メ ン ト 改 革 ア ジ ェ ン ダ（Public 
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on Management Improvement, 1992, p.233）。この将来推計は、予算制約の中で
の政治的な予算上の意思決定に有用な情報を提供するのに役立ったとされる。
ホーク政権は、予算改革を開始した際に、主要閣僚によって構成される閣内委















れた委員会によって実施された連邦機能レビュー（Review of Commonwealth 
Function, 通称Razor Gang（1920年代にシドニーで勢力をふるったカミソリを
武器にしたギャングの比喩））、及びハワード自由党政権下において1996年に実
施された国家監査委員会（National Commission of Audit）がある（Barret, 
2011, p. 5）。2013-2014年には、アボット自由党政権下で、同名の国家監査委員
会が、連邦政府活動の包括的なレビューを行い、報告書を提出している（http://
www.ncoa.gov.au/index.html（2015年４月１日閲覧））。この報告書のフェーズ2
では、2013年公共ガバナンス、業績及び説明責任法を前提として、業績マネジ
メントについて詳細な分析、勧告を行っている。
